
英ページ２ 

【Basic Information / 基本情報】 

 

Duration / 開催期間 

説明：～年～月 から ～年～月まで 

2016 年 9 月 23 日〜9 月 26 日 

 

 

Staff / スタッフ 

説明：青年会議所メンバーの参加人数 

例：何人 ○○member 

JCI TOKYO 250 MEMBERS 

JCI MANILA ALL MEMBERS 

 

Sponsors / 支援者 

説明：青年会議所以外のメンバーがいる場合のみ記載してください 

例：〇〇市ボランティア団体等 

日本国外務省 

マニラ日本人学校(MANILA JAPANESE SCHOOL) 

フィリピン日本人商工会議所(THE JAPANESE CHAMBER OF COMMERCE AND INDUSTRY OF THE 

PHILIPPINES, INC.) 

在日本フィリピン大使館 

在フィリピン日本大使館 

GOLDEN BASEBALL PLAYERS CLUB (FORMER JAPANESE PROFESSIONAL BASEBALL SUPER STAR PLAYERS)  

TOKYO INTERNATIONAL EDUCATIONAL EXCHANGE  ASSOCIATION (TIEE) 

UNDER 18 野球フィリピン代表チーム 

フィリピン大学野球部 

JCI TOKYO SENIOR MEMBER 

SHOFUKAI(OTHER VOLUNTEER COMMUNITY) 

 

Budget 予算 

説明：ドルで表示してください。 

例：１万円なら one hundored dollar 

0 

 



Profit / Loss 利益／損失 

説明：基金を集めること以外は、０にしてください 

0 

 

In Which UN MDG best fit (if Apply)? UN MDGs の該当項目（もしあれば） 

説明： 

GOAL1 極度の貧困と飢餓の撲滅 

JCI MANILA は、マニラの貧困地域であるスモーキーマウンテンに住む子供達を対象

とした就業支援と健康維持のための施設を協賛企業や個人や団体からの寄付を母

体として建設し、継続して GOAL1 の達成に向けて積極的に取り組んでいる。 

JCI TOKYO は、日本国政府及び影響力のある民間企業・団体を支援者として巻き込

み、支援者及び JCI-MANILA と協働して貧困と飢餓の根本的な撲滅に取り組み、そ

の行動を全世界に発信する。 

 

Who is benefited? 誰の為に？ 

説明：活動エリアに住み暮らす人々 人 

JCI-TOKYO 

JCI-MANILA 

JCI MEMBERS(WORLD WIDE) 

日本国民 

フィリピン国民 

支援者 

 

Objective 目的 

説明：（例 1）子ども対象の事業をベースにして、参加者とメンバーの 

意識を変革を促し、前向きな変化を創りだすため 



JCI-TOKYO は、JCI-MANILA と協働し、貧困と飢餓の撲滅を目的として、以下のテ

ーマで本事業を行った。 

 

① 夢も持てず、初等教育も受けられないスラムに住み暮らす子供達に対し、将来への

夢を持ち、ビジョンを描き、能動的に行動することの重要性を理解させ、行動を起こ

させる。（POSITIVE-CHANGE） 

 

② JCI-MANILA が行ってきた貧困と飢餓の撲滅を目的としたスラムの子供達に対す

る就業支援等の取組みに、JCI-TOKYO が、日本国政府及び影響力のある民間企業・

団体を巻き込み参画する。（ACTIVE-CITIZEN） 

 

③本事業を、全世界に発信し、貧困と飢餓の現状を伝え、共に行動する市民を拡大する。

（ACTIVE-CITIZEN） 

 

Overview 概要 

説明：必ず結果と合致しているはず 

JCI-TOKYO と JCI-MANILA のメンバーは、協働して以下の事業を開催した。 

 

１ 就業支援施設への支援と広報活動 

 ・ JCI メンバー及び支援者は、子供達に対し、具体的な就業支援を行った。 

 ・ JCI メンバー及び支援者は、子供達との交流の機会をつくった。 

 ・JCI-TOKYO は、より広く本事業が発信されるために、日本国政府や元プロ野球

選手で構成される名球会を巻き込んだ。 

 ・ 日本及びフィリピンの多くのメディア（TV、ラジオ、新聞等）が、就業支援

の様子を全世界に報道した。 

 

２ SMBP（SMOKY MOUNTAIN BASEBALL PROJECT）の開催  

 ・ JCI メンバー及び元プロ野球選手で構成される名球会等の支援者は、野球用具

を寄付すると共に、子供達と共に野球や食事等の交流を行った。 

 ・JCI-TOKYO は、より広く本事業が発信されるために、日本国政府や元プロ野球

選手で構成される名球会を巻き込んだ。 

 ・ 日本及びフィリピンの多くのメディア（TV、ラジオ、新聞等）は、SMBP の様

子を全世界に報道した。 

 

３ ベースボールアカデミーの開催 

 ・ JCI メンバー及び元プロ野球選手で構成される名球会のメンバー等の支援者



は、フィリピン国立競技場において、スモーキーマウンテンの子供達とフィリピン

全土から集まった少年少女と共に、ベースボールアカデミーや食事の準備等の交流

を行った。 

 ・ ベースボールアカデミーでは、元プロ野球選手が、子供達に対し基礎的な練

習を行うとともに、参加者同士がゲームを行った。 

 ・JCI-TOKYO は、より広く本事業が発信されるために、日本国政府や元プロ野球

選手で構成される名球会を巻き込んだ。 

 ・ 日本及びフィリピンの多くのメディア（TV、ラジオ、新聞等）が、ベースボ

ールアカデミーの様子を全世界に報道した。 

 

Result 結果 

説明：複数の短い文章になるように注意してください 

   目的がどのくらい達成できたか書いてください 

   上記の結果の想定外の結果を書いてください 

   上記の結果の確認方法を書いてください 

   検証結果を簡潔に書いてください 

１ 本事業後の参加した子供達に対するヒアリング結果 

①子供達は、元プロ野球選手という夢をかなえた人との交流により、夢をかなえる

ためには、将来への夢を持ち、ビジョンを描き、能動的に行動しなければならない

ことを学んだ。 

②子供達は、フィリピン全土から集まった少年少女と共にフィリピン国立競技場で

ベースボールアカデミーや食事の準備等の交流を通して、他の子供達と同じように

将来への夢を持つことができることを学んだ。 

③子供達は、JCI メンバー及び支援者が行った就業支援により、仕事のやりがいを

学ぶと共に、希望の職業に就くためには、ビジョンを描き、それに従い実行してい

くことの大切さを学んだ。 

④野球を通じた奨学金により、15 名の者が大学へ進学することができた。 

 

 

２ 本事業後に参加した支援者に対するヒアリング結果 

JCI-TOKYO が巻き込んだ日本国政府や名球会等の支援者は、野球や就業支援を通じ

てスモーキーマウンテンの子供達と交流することにより、貧困と飢餓の現実を学ん

だ。 



３ 本事業を取材したメディアは、スラムの貧困・飢餓の問題の現実と早期解決の

必要性を新聞、ラジオ、テレビ及びインターネットを通じて全世界に発信し、支援

者が拡大した。 

 

 

 

Actions Taken 行動 

説明： 

2016 年 1 月 SMBP 事業の企画 

2016 年 2 月 JCI-TOKYO メンバーの選定＆SMBP 東京スタッフ会議 

2016 年 3 月 第 2 回 JCI-TOKYO スタッフ会議 

2016 年 4 月 JCI-TOKYO スタッフと JCI シニアとの合同会議  

2016 年 5 月 第 3 回 JCI-TOKYO スタッフ会議 

2016 年 6 月 日本国内、フィリピン国内の一般参加者募集開始。  

2016 年 6 月 日本よりマニラへの支援物資（少年野球道具）受け付け 

2016 年 8 月 第 4 回 JCI-TOKYO スタッフ会議 

2016 年 9 月 JCI-TOKYO と JCI-MANILA による行動計画の準備 

 

SMBP 開催 

事業後活動（JCI-TOKYO と JCI-MANILA 及びマニラ市民との意見交換会） 

【SMBP 期間中の行動】 

オリエンテーション 

スモーキーマウンテン視察と住民交流 

スモーキーマウンテン及びマニラ市民主催のウェルカムパーティ 

日本各地よりスモーキーマウンテンエリアに居住する少年・少女達への支援物資

（少年野球道具：30 名の個人+3 社の企業より 400 アイテム）の贈呈式 

日本の元プロ野球選手 2 名よりスモーキーマウンテン近隣に住む少年・少女達 150

名のうち、100 名への野球アカデミー（事業 1 日目） 

スモーキーマウンテン近隣に住む少年の内選抜された 20 名とフィリピン大学野球

チームによる練習試合の開催(事業 2 日目) 

日本の元プロ野球選手 2 名よりﾏﾆﾗ市内に住む少年 50 名への(スモーキーマウンテ

ン近隣に住む子供とフィリピン大学野球部員)野球アカデミー（事業 2 日目） 



マニラ市内に住む少年・少女達へ野球ボール 100 個及びティーバティング用ネット

の贈呈 

フェアウェルパーティ 

 

Recommendations 考察や推奨 

目的のうちどの部分が達成されたのか？ 

達成できなかった部分は、何か？ 

それは、なぜか？その改善策は？ 

[達成された部分] 

１ 支援者の巻き込み 

ソーシャルネットワークを活用することで多くの支援者（5,000 名以上）を集めるこ

とに成功した。 

 ・多くの市民が実際に現地で共に活動をした（両国間で 100 名）。 

 ・日本全国より少年野球道具（400 アイテム）の支援を得ることができた。 

２ ヒアリングによる調査 

・参加した子供達は、JCI-TOKYO が巻き込んだ一流の指導者で構成される名球会と

の交流により、将来への夢を持ち、ビジョンを描くことが必要であることを学ぶこ

とができた（100%） 

・JCI メンバー及び支援者は、スモーキーマウンテンの子供達と直接交流することに

より、貧困や飢餓を撲滅するために、今後も積極的に活動したいと考えた（100％） 

３ 広報による効果 

 ・本事業は、JCI-TOKYO が日本国政府や名球会を巻き込んだことにより、日本及び

フィリピンの数多くのメディア（テレビ・ラジオ・新聞・インターネット）により

取材され、発信された。 

４ 奨学金の獲得 

 ・野球を通じた奨学金により、１５名の少年、少女が大学に進学することができた。 

５ 野球技術の向上 

 ・野球技術が高まり、フィリピン国内リーグにて、スモーキーマウンテンソフトボー

ルチームが国内第３位となった。 

 

[達成されなかった部分] 

１ スモーキーマウンテンに住む子供達約 150名のうち、100名の参加にとどまり、100%

の参加とはならなかった。 

２ 本事業について日本・フィリピン以外のメディアによる取材がなかった。 

 



[改善策] 

・スモーキーマウンテンに住む子供達の所在の把握を JCI-MANILA と協力して働きか

け、対象者に対して確実に周知する。 

・本事業への支援団体を拡大するため、本事業へ参画するメリットを明確に提示する。 

・本事業への支援者を日本・フィリピン以外からも募り、より多くの国のメディアの取

材依頼を行うことで、発信力が高まる。 

・野球に加えてサッカーやバスケットボール等の団体を巻き込むことにより、年間を通

じて継続的な支援が可能となるともに、発信力が高まる。 

 

 

部門 Best Inter-organization Collaboration Project 

ページ３ 

Objectives, Planning, Finance and Execution 目的、計画、財務、実施 

 

What were the objectives of this program? 

このプログラムの目的は？ ※２００語まで 

JCI-TOKYO は、JCI-MANILA と協働し、貧困と飢餓の撲滅を目的として、以下のテ

ーマで本事業を行った。 

 

① 夢も持てず、初等教育も受けられないスラムに住み暮らす子供達に対し、将来への

夢を持ち、ビジョンを描き、能動的に行動することの重要性を理解させ、行動を起

こさせる。（POSITIVE-CHANGE） 

 

② JCI-MANILA が行ってきた貧困と飢餓の撲滅を目的としたスラムの子供達に対す

る就業支援等の取組みに、JCI-TOKYO が、日本国政府及び影響力のある民間企業・

団体を巻き込み参画する。（ACTIVE-CITIZEN） 

 

③ 本事業を、全世界に発信し、貧困と飢餓の現状を伝え、共に行動する市民を拡大す

る。（ACTIVE-CITIZEN） 

 



How does this program align to the JCI Plan of Action? 

この事業は、どのように JCI の活動計画と合っていますか？ ※２００語まで 

東京青年会議所は以下の 4 つに当てはまると考える。 

・JCI-TOKYO、JCI-MANILA、名球会、粧風会と協働で本事業を行い、JCI-TOKYO

だけでは達成できない事業成果を生むことができた。（COLLABORATE＆CONNECT） 

・本事業を通じて、子供達の POSITIVE CHANGE を生み出し、人々の人生にインパ

クトを与えることができることを実感できた。（IMPACT&MOTIVATE） 

・貧困と飢餓の撲滅を目的として、日本国政府や名球会等の影響力のある団体と共に

本事業に参画することで、相乗効果により持続可能なインパクトを創造する。

（IMPACT＆COLLABORATE＆CONNECT） 

・本事業を全世界へ発信することにより、貧困と飢餓の撲滅に向けた考えや行動を共

有し、全世界において行動を起こす市民を拡大する。東京青年会議所は、本事業を通

じてマニラ・スモーキーマウンテン地区の子供達とつながり、事業を通じてグローバ

ルシティズンの一員として世界に貢献することができた。 

（CONNECT） 

東京青年会議所は、他団体と協力することで、世界の地区とつながり、ポジティブ

チェンジを与え、メンバー、他団体の人々をモチベートすることに成功した。 

 

Was the budget an effective guide for the financial management of the project? 

予算は事業の財務管理の為の効果的なガイドになりましたか？ ※１５０語まで 

予算はありません。 

 

How does this project advance the JCI Mission and Vision? 

どうやってこの事業は JCI のミッションとヴィジョンを推進しましたか？ 

※２００語まで 



JCI MISSION の推進 

東京青年会議所は通常の業務では体験することが難しい、世界の貧困地区への支援

を通じて、正しいことを着実に継続すれば、人の人生、また世の中に影響を与える

ことができることを体験できる機会を提供した。 

 JCI VISION の推進 

東京青年会議所は本事業を通じて、マニラ青年会議所の方々と単なる知り合いから

共に事業を行った仲間になる機会を提供し、若き農道的市民の主導的なグローバ

ル・ネットワークになっている。 
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Cooperation between the Local Organizations  地域組織同士の協力関係について 

 

How did the two organizations work together? 

どのように 2つの組織は協働しましたか？ ※１５０語まで 

① マニラ青年会議所は地区の問題を分析、問題解決に向けプランの提案を行った。

奨学金を取得することでより高水準の教育を受け、夢・希望を持って生きても

らうように考えた。奨学金を取得しやすいように、フィリピンで人気であるバ

スケットボール等は避け、比較的奨学金を取得しやすい、野球に目をつけ、野

球のレベルが高く、シスターLOM である東京青年会議所に協力を要請した。 

② 東京青年会議所は、名球会にアプローチし、野球教室を開催してもらえるよう

にお願いし、共にマニラへ訪問した。 



③ 野球道具を買うことができないスモーキーマウンテンの子供達向けに道具を提

供できないか思案。使用しなくなった野球道具に目をつけ、品川区荏原地区少

年野球連盟に協力を要請し、道具の運搬を行った。 

 

Describe how the tasks and planning of the project were divided between the 

organizations. 

プロジェクトの仕事と計画がどのように組織で分けられたかについて述べてください。 

※２５０語まで 

マニラ青年会議所 

地区に対する問題点、解決するための方向性を計画 

⇨スモーキーマウンテン地区の子供達に野球を通じて大学への奨学金を取得し、大

学への進学を推進、夢・希望を持ち、その後も活力を持って生きてもらうように考

えた。野球教室を行うことを提案。現場での移動、子供達の取りまとめはマニラ青

年会議所が実行した。 

 

東京青年会議所 

解決方法の詳細計画を我々が思案、実行 

⇨野球教室の指導者として名球会を選び、協力要請、協力を取り付けた。野球教室

を行う上で不可欠となる野球道具の寄付先を選定、協力を取り付けた。野球教室の

実行は東京青年会議所が実行した。 
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Impact on Members and Contribution to the JCI Vision 

メンバーへの影響と JCI ヴィジョンへの貢献  

 



How did the members of the Local Organizations benefit from running this project? 

どのように、LOMメンバーは、このプロジェクトを運営することから利益を得ましたか？ 

※２００語まで 

-正しいことを着実に継続すれば、人々・世の中にポジティブチェンジを与えるこ

とができることを体現・実感できたこと 

-通常業務では触れることのない、アジアスラム街への理解・国際社会への理解を

得られたこと 

-国籍、人種の異なる人々を支援することで利他の精神を育むことができた 

-他国の能動的若者と強く繋がり、世界に仲間を作ることができた 

How did the program advance the JCI Vision? 

どのように、プログラムは JCI Vision を進めましたか？ ※２００語まで 

共に考え、同じ目標に向かって事業を行うことにより、国の垣根を越えた、若き能

動的グローバルシティズンと強固なグローバル・ネットワークを構築することがで

きた。 
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Community Impact 地域社会への影響 

 

How did the Local Organization measure community impact? 

どのように、LOM は、このプログラムのために地域社会への影響を測りましたか？ ※



２００語まで 

東京青年会議所・マニラ青年会議所は、スモーキーマウンテンの子供達に野球を教

えることで大学への奨学金を取得してもらい、高水準の教育を受け、自立し、夢・

希望を持ちながら活力を持って生きていくことを推進している。何人の子供達が奨

学金を実際に取得することができたかにより、本地域社会への影響を測っている。 

 

Describe the actual community impact produced by this project 

このプロジェクトによって発生される実際の地域社会への影響を記述してください 

※３００語まで 

本プロジェクトにより、スモーキーマウンテンの子供の内、15 名が奨学金を得て大

学に進学することができた。本地域への影響として、本地域に住む子供達の教育水

準の向上が挙げられる。 
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Long-term Impact of the Program プログラムの長期的な影響 

 



What is the expected long-term impact of this project? 

このプロジェクトの期待される長期の影響は、何ですか？ ※２００語まで 

① 本地域に住む子供達の教育水準の向上により、長期的影響として所得水準の向

上、治安の改善が期待される 

② 本プロジェクトを通じ、他貧困地区への支援が促進されることも期待される 

 

What changes would you make to improve the results of this project? 

このプロジェクトの結果を改善するために、どんな改善策がありますか？ 

※３００語まで 

<問題点> 

スモーキーマウンテン地区に住む子供の一部は戸籍がなく、パスポートを取りづら

い現状がある。結果として、フィリピンから出国した経験がない子供が大半であり、

インターネット環境も日本程堅調ではないことより、世界の一部しか知らないまま

一生を終えている。 

<改善策> 

日本の大会に招待し、日本という先進国の現状を知ってもらい、人生の選択肢の幅

を与える。成功へ意欲、より高い教育への欲を促し、より多くの子供が活力を持っ

て生きていくように運動を推進する 

 


